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＼縦割りを飛びこえて／

『課題の見つけ方・向き合い方・面白がり方』

福島県いわき市
保健福祉部 地域医療課
猪狩（イガリ） 僚
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・多忙な中にあって忘れがちが「そもそも、誰の・何のために…？」を見つめ直す。

・igoku（いごく）やいつだれkitchenの事例を紐解きながら、これらの事例から

身をもって学んだ、これからの時代にますます大事な「くくらない」ということ。

・専門性という深さの縦軸だけじゃなく、どう「開いて」いけるか。

1.根源的なWhyを考える

2.キーワードは「くくらない」

3.専門性という縦軸と”つながる”という横軸

医療介護福祉はもとより、それ以外の領域／分野とも横断していけるか。

今回の Keyword
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1. いわきの地域包括ケア igoku

今回の構成／Chapter

2.  みんなのお勝手いつだれkitchen

3.  まとめ
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igoku

１．いわきの地域包括ケア



【福島県いわき市の紹介】
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【福島県いわき市の紹介】
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【福島県いわき市の紹介】
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猪狩 僚

1978年 福島県いわき市生まれ

2002年 いわき市役所に入る

水道局営業課 （２年でクビ）

2004年 市街地整備課 （１年でクビ）

2005年 公園緑地課

2009年 財政課 （この時、東日本大震災）

2013年 行政経営課 （市総合基本計画改定担当）

2020年 介護保険課 （１年でクビ）

2021年 健康づくり推進課 （１年でクビ ２年連続３度目）

2022年 地域医療課 （2023年、まさかの降格w）

2016年 地域包括ケア推進課 （新設部署、初の福祉）

2017年９月 igoku（いごく）立ち上げ

2019年 グッドデザイン賞 金賞受賞＆ファイナリスト

【自己紹介】
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地域包括ケア推進課

・2016年、介護保険課の介護予防係が、課に発展してできた新設部署

→私以外の職員は、その前身からそのまま異動

→私だけ新しく来た。

→私に特に業務やミッションそれ自体が明確にあるわけではなかった。

≒自由w

・結果、毎日飛び回った。

→元気で面白い”じじい”や”ばばあ”がいると聞けば行き、

医療や介護の勉強会があれば参加する日々

１． igoku
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１． igoku
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近づき方

＼課題の／

見つけ方

１． igoku

つ な が る

ための横軸
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箇所25

近づき方

＼課題の／

見つけ方

１． igoku
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当事者と取り巻く

関係者がいっぱい！

①本人

②家族

③地域の人

④介護関係者

⑤医療関係者

⑥行政

元々、役所だけで

やりきれない領域

１． igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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課題の

１.  igoku

見つけ方
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課題の

見つけ方

１.  igoku
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いわきの方言で
「動く」の意味

１.  igoku



現状/課題 理想/目標
Igoku

・死にたい場所で死ねない

・「死」や人生の最期は

縁起でもないという

タブー

・医療や介護知らない

在宅知らない。

・一人ひとりの希望する

人生の最期が尊重される。

・人生の最期について

考えたり、話し合える社会

・本人が「選ぶ」ことができ

家族が理解し、支える。

・タブーを乗り越える

・医療や介護のことを

業界のパッションも

含めて、届ける。

・医療や介護に興味が

ない人にも届ける。

１.  igoku
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・これから親の介護を迎える40ー50代

・同じく医療介護福祉の外にいるメンバー

自分たちで「面白い」「読もう」と思えるかが基準

課題/How /ビジョンにプラスこの「軸となる基準」

←igokuを作るために一人

ひとり集めたフリーランス

によるいごくチーム

ターゲット設定

チームづくり

向き合い方

近づき方

＼課題への／

１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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2017年12月

フリーペーパー「紙のigoku」創刊

役所からこんなペーパーを出せた

きっかけとなった、ちょっとした

エピソード

igoku的ポイント
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40
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フェスの様子を動画で

＼百聞は一見に如かず／

１.  igoku
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１.  igoku
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１．いごく
１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku
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１.  igoku



“人間性に根差した

感性や直感の重要性”

igokuも情報発信だけでなく、

フェスによる、

五感や身体性へ訴えること

を大事にしました。

１.  igoku
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向き合い方

近づき方

＼課題への／

役所が自ら主催するイベントに棺桶置くのって

どうなの？怒られないの？批判とか来ないの？

①何のためのプロジェクトか？

②とはいえ、ただ「面白そうだから」ではダメ

人生の最期について考えることは大事だと分かっても、「死」について「頭で」

考えるのはやっぱりイヤなこと。だから、「頭」以外の「五感」や「身体性」に

訴えかけるアプローチも大事。だからこその「入棺」なんです。

１.  igoku
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向き合い方

近づき方

＼課題への／

１.  igoku



55

いつだれkitchen

２．みんなのお勝手



56

2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen

向き合い方

近づき方

＼課題との／
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2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen
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2.  いつだれkitchen

たったひとりの人のために作られました

＼いつだれkitchenは、／

向き合い方

近づき方

＼課題との／

WHY
を考える
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2.  いつだれkitchen

向き合い方
近づき方

＼課題との／

くくらない
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まとめ３．
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３-⑴．くくらない



３-⑴．くくらない

近づき方

＼課題の／

見つけ方



３-⑴．くくらない



３-⑴．くくらない



３-⑴．くくらない



３-⑴．くくらない
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３-⑴．くくらない
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３-⑴．くくらない
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３-⑴．くくらない

近づき方

＼課題の／

向き合い方 くくらない
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igokuの取材で出会った北２区集会所

かつての炭鉱地区の長屋的な集落。

旦那さんは既に亡くなった90代の女性がたくさん。

70代の後輩たちが30人のセンパイたちに、ご飯をつくる。

月に一度だけど、みんなで集まって、楽しいことをして、

ご飯を食べて、おしゃべりして、お茶を飲んで。

こんな活動を10年以上前から、誰に言われたわけでもなく、

やっている。

３-⑵．ともに面白がる
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３-⑵．ともに面白がる
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３-⑵．ともに面白がる
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３-⑵．ともに面白がる
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川前 地域振興（駅前居酒屋）

年頃2017-18

３-⑵．ともに面白がる
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４.介護予防・大事なこと
３-⑵．ともに面白がる
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４.介護予防・大事なこと

年2023 83

役所を頼らず、地域の有志が古民家を借り上げ、リノベし、

クラファンと寄付で300万円集めて、『小さな拠点』を立ち上げた！

３-⑵．ともに面白がる



皆さんの地域にも、周りにも

きっとおもろい人や思いがある！

84

３-⑵．ともに面白がる
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３-⑶．つながるために「ヒラク」

自立 依存
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本人家族

依存先

「ねばならない」

①本人も家族も依存先を増やす≒より自立的

②「こうでなければいけない」からの解放！

３-⑶．つながるために「ヒラク」
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インドと日本の似て非なる言い回し

「他人様に迷惑をかけてはいけない」

ひとさま

日本

インド

「人は他人に迷惑をかけずには生きていけない。

だから、他人には優しくしなさい。寛容で

ありなさい。」

３-⑶．つながるために「ヒラク」
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①「認知症の人」という“くくり”からの解放

②「こうでなければいけない」からの解放

＼家族が面倒をみなければ／ ＼社会に迷惑をかけてはいけない／

解放・ OPEN ・ヒラク

３-⑶．つながるために「ヒラク」
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３．認知症解放宣言
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①「認知症の人」という“くくり”からの解放

②「こうでなければいけない」からの解放

＼家族が面倒をみなければ／ ＼社会に迷惑をかけてはいけない／

≒誰にとっても暮らしやすい街

自閉症児とその親も安心して暮らせる街

安心して認知症になれる街は、

３-⑶．つながるために「ヒラク」
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・多忙な中にあって忘れがちが「そもそも、誰の・何のために…？」を見つめ直す。

・igoku（いごく）やいつだれkitchenの事例を紐解きながら、これらの事例から

身をもって学んだ、これからの時代にますます大事な「くくらない」ということ。

・専門性という深さの縦軸だけじゃなく、どう「開いて」いけるか。

1.根源的なWhyを考える

2.キーワードは「くくらない」

3.専門性という縦軸と”つながる”という横軸

医療介護福祉はもとより、それ以外の領域／分野とも横断していけるか。

今回の Keyword
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『福祉』と言っても、

細分化されて、様々な

○○福祉、△△福祉学などが

あると思います。

高齢福祉とか、障がい福祉など

ですが、たまには、

『そもそも、何のために？』

『そもそも、誰のために？』

という、『根っこ』部分を

思い出していきましょう。
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大きな力を

ヒト/モノ/カネが同じリソースでも


